
変わらず大切にしていること

お別れ会では、「今まで遊んでもらってありがとう」と卒園するお友だち
にプレゼントを渡しました。卒園生からも、「ありがとう」のお返しをし
ました。給食も特別メニューで、みんな笑顔で素敵な会になりました。

■ 特養の面会について

時間：14:00～16:00

予約は必要ありませんが、催しや
感染状況により中止となる場合が
あります。

あたたかい日差しが窓から差し込み、施設内でも春の気配が感じられます。
いつもの施設内のお散歩も、春の陽気に誘われて玄関を出られるご利用者
も増えてきました。思ったより風が冷たい日もあり、やっぱり中に入ろう
と職員の手を引っ張る姿もよく見られます。朝晩はまだ寒いので、ぬくぬ
くとフロアのソファで女子会をしている場面もとても微笑ましいです。

３月２６日にデザートの会を行いました。今回は、モンゴル出身の職員の
企画で、モンゴルのデザート「ボールツォグ」というお菓子を提供し、召
し上がっていただきました。「ボールツォグ」は、小麦粉を練って揚げた、
揚げドーナツのようなおやつで、ジャムや生クリームをのせていただきま
す。珍しいおやつに会話も弾み、とても喜んでいただくことができました。

虐待・身体拘束防止研修会を
行いました。尊厳あるケアや
日頃のケアを振り返りました。
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開設当初から、私たちが変わらずに大切に行っているこ
とがあります。それは、退居される際には、業務や会議
の途中でもできる限り多くの職員でお見送りさせていた
だくことです。これまで一緒に過ごした日々を思い出し、
感謝や敬意の気持ちを伝える最期の時。お顔を拝見し、
「楽しい時間をありがとう」、「優しい笑顔に助けられ
ました」、「大好きですよ」…それぞれの故人への思い
が溢れてきます。

みんなでお遊戯室に集まって、ラジオ体操。元気な一日のスタートです。

私たちは、最期のケアを振り返る作業をします。
穏やかに過ごしていただけたかな、痛みや苦痛が
和らぐケアができたかな、ご家族への気持ちに寄
り添うことができたかな…ケアに正解があるもの
ではありませんが、最後にご家族から感謝の言葉
をいただくと、少しほっとします。施設で飾って
くださいと優しい色のお花をいただきました。
そっと飾られたお花がご利用者の笑顔と重なり、
「頑張って」と背中を推してくれているようで、
温かい気持ちにさせてくれています。


